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SIDS in HPV programme & CCAP 
SIAM 29, 20/10/2009 

初期評価プロファイル（SIAP） 
 

3-(2,2-ジクロロエテニル)-2,2-ジメチルシクロプロパンカルボン酸メチル 
 
物質名：Cyclopropanecarboxylic acid, 3-(2,2-dichloroethenyl)-2,2- 

dimethyl-, methyl ester  
CAS No.：61898-95-1 

 

 
有害性の特性決定の結論の要旨 

注記：本報告の結論は、OECD加盟諸国から寄せられたコメントの考察、および2008年9月にUS HPV化学

品プログラム（http://iaspub.epa.gov/oppthpv/hpv_hc_characterization.%20get_report?doctype=1）中で米

国により公表されたHazard Characterization and Robust Summaryに基づいている。US HPVの化学品プ

ログラムで要求されたSIDSエンドポイントはOECD HPV化学品プログラムで評価されたエンドポイントと

同等である。 

 
試験の削減についての理論的根拠 

反復ばく露および生殖毒性をエンドポイントとする試験は取りやめた。その理由は；3-(2,2-ジクロロエテ

ニル)-2,2-ジメチルシクロプロパンカルボン酸メチルは閉鎖系中間体（CSI：closed-system intermediate）で

あること；当該物質は製造プラントで単離され、ドラムまたはタンクに入れて輸送され、その後、担当国で

はピレスロイド系殺虫剤の出発原料として使われるからである。しかし、生殖毒性は生殖/発生毒性スクリー

ニング試験[OECD TG 421]で評価された。 

 
物理化学的特性 

3-(2,2-ジクロロエテニル)-2,2-ジメチルシクロプロパンカルボン酸メチルは、融点が28 ℃（推定）、沸点が

78 ℃（0.6 mmHg（0.80 hPa））、および測定蒸気圧が0.04hPa（25 ℃）の室温で透明無色の液体である。測

定オクタノール-水分配係数（log Kow）は3.66および水溶解度は53 mg/L（測定値25 ℃）である。 

 
ヒトの健康 

トキシコキネティクスのデータは入手できない。 

 
3-(2,2-ジクロロエテニル)-2,2-ジメチルシクロプロパンカルボン酸メチルの経口LD50値は経管投与後に雌

雄ラットで > 5000 mg/kg bwであった。臨床徴候は、腹部性器の汚れ、運動失調、色素涙、色素性鼻漏、チ

アノーゼ、下痢、眼球突出、流涙、活動低下、口腔内分泌物、衰弱および横臥があった。雌一匹が投与後3日

以内に死亡した。3-(2,2-ジクロロエテニル)-2,2-ジメチルシクロプロパンカルボン酸メチル飽和蒸気に6時間

ばく露後の雌雄ラットにおける吸入LC50値は > 0.35 mg/Lであった。臨床徴候は、臨床的症状は斜視眼、流

涙過多、赤い鼻周辺の毛および不規則な呼吸パターンがあった。 
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動物における刺激性または感作性に関する実験データは入手できない。当該化学物質はCSIであり、反復投

与毒性データはUS HPV化学品チャレンジプログラムでは要求されない。 

 
Salmonella typhimuriumの複数種の菌株を用いるバクテリアによる復帰変異原性試験（Ames試験）で、

3-(2,2-ジクロロエテニル)-2,2-ジメチルシクロプロパンカルボン酸メチルは代謝活性化系の有無のいずれも

陰性であった。チャイニーズハムスターの培養肺細胞を用いる、in vitro染色体異常試験[OECD TG 473]は代

謝活性化系の有無のいずれも陰性であった。これらの結果から、3-(2,2-ジクロロエテニル)-2,2-ジメチルシク

ロプロパンカルボン酸メチルは、in vitroでは遺伝毒性は無いものと考えられる。 

 
3-(2,2-ジクロロエテニル)-2,2-ジメチルシクロプロパンカルボン酸メチルの発がん性に関するデータは入

手できない。 

 
本物質はCSIであるので要求されないが、生殖毒性はラットにおける生殖/発生毒性スクリーニング試験

[OECD TG 421]で評価された。この試験において、3-(2,2-ジクロロエテニル)-2,2-ジメチルシクロプロパンカ

ルボン酸メチルは経管で両性に0、50、450、900 mg/kg bw/日で投与された。雄ラットは交配前に当該物質

を交配2週間前から交配終了まで（全28日間）投与された。雌は、交配2週間前から、交配期間、妊娠を経由

して分娩後3日まで（総数54日間）投与された。両性とも、450および900 mg/kg bw/日で流涎の高い発生率

があった。瀕死の2匹の雌は900 mg/kg bwで屠殺された。体重、飼料消費、剖検の所見、雄生殖器官重量、

または組織学的所見に処理に関連した変化はなかった。出生前死亡の増加、生まれたときの生存仔の数と体

重の低下、および同腹仔数の減少が900 mg/kg bw/日で観察された。妊娠期間、生存能指数、性比、目視によ

る病変を有する生まれたときの仔、または異常に低体重の仔の数における処理に関連した影響は見られなか

った。死亡率に基づき、母獣毒性のNOAELおよびLOAELはそれぞれ450と900mg/kg bw/日であると考えら

れた。同腹仔数および仔の体重の減少と仔の死亡率の増加に基づき、発生毒性のNOAELとLOAELはそれぞ

れ450と 900 mg/kg bw/日であると考えられた。 

 
3-(2,2-ジクロロエテニル)-2,2-ジメチルシクロプロパンカルボン酸メチルはヒトの健康に有害性を示す特

性（高用量においてのみ発生毒性）を有する。OECD HPVプログラムの目的でヒト健康有害性を特定するた

めの適切なスクリーニングレベルのデータが入手可能である。 

 
環境 

3-(2,2-ジクロロエテニル)-2,2-ジメチルシクロプロパンカルボン酸メチルの加水分解による半減期はpH 7

で17年（推定）である。大気中で、ヒドロキシラジカルとの反応による間接光酸化は半減期2.4日で生じると

予測される。OECD TG 301Dクローズドボトル試験は28日後の生分解 0 %の結果であった。3-(2,2-ジクロロ

エテニル)-2,2-ジメチルシクロプロパンカルボン酸メチルは好気的条件下で易生分解性ではない。 

 
大気、水、および土壌コンパートメントへ等しく、そして継続的に分配するフガシティーモデルレベルⅢ

予測は3-(2,2-ジクロロエテニル)-2,2-ジメチルシクロプロパンカルボン酸メチルが主に土壌（73.7 %）と水

（21.4 %）のコンパートメントへ、微量が空気コンパートメント（3.53 %）および底質コンパートメント

（1.42 %）へ分配されると示唆する。1.63 × 10-4 atm-m3/mol（16.5 Pa-m3/mol）の推定ヘンリー則定数は、

水相からの蒸発の可能性は高いと予期されないことを示唆している。285.7のKocが推定された。推定log BCF
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値0.803（BCFBAF）で支持され、log Kow 3.66に基づき、生物蓄積性は低いと思われる。 

 
以下の急性毒性試験結果が水生生物について決定されている。 

Fish [Oncorhynchus mykiss]   96 時間 LC50 = 3.01 mg/L (測定値)  

Aquatic Invertebrate [Daphnia magna]  48 時間 LC50 = 7.04 mg/L (測定値)  

Algae [Pseudokirchneriella subcapitata]  72 時間 ErC50 = 8.3 mg/L (測定値)  

Algae [Pseudokirchneriella subcapitata]  72 時間 EbC50 = 5.2 mg/L (測定値)  

 
3-(2,2-ジクロロエテニル)-2,2-ジメチルシクロプロパンカルボン酸メチルは環境に有害性を示す特性を有

する（魚、無脊椎動物および藻類の1から100 mg/Lの急性毒性）。この化学物質は易生分解性ではないが、限

定された生物蓄積性の可能性を有している。OECD HPVプログラムの目的で環境有害性を特定するための適

切なスクリーニングレベルのデータが入手可能である。 

 
ばく露 

3-(2,2-ジクロロエテニル)-2,2-ジメチルシクロプロパンカルボン酸メチルは、米国において年間製造量約

4536メートルトン（2002年）で商業的に製造される。世界的な製造量は入手できない。3-(2,2-ジクロロエテ

ニル)-2,2-ジメチルシクロプロパンカルボン酸メチルは閉鎖系中間体としてのみ使われている。 

 
この化学物質は、作業者ばく露と環境放出の可能性を減らすと期待されるシステムで製造および加工され

る。工業用途または消費者用途は特定されていない。よって、消費者ばく露は予期されない。 
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